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イ
ぷ
プ
レ
ッ
サ
S
T
w
n
ラ
μ
サ
・
エ
ポ
買
対

決
と
ら
い
え
る
舗
年
の
圏
内
-一
フ
リ
ー
だ
が
.
い
よ
い

よ
本
命
た
色
の
直
接
対
決
の
喝
が
や
っ
て
き
た
.
全

日
本
ラ
リ
l
選
手
指
シ
リ
ー
ズ
の
ダ
i
ト
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
A
C
K
ス
プ
リ
ン
グ
ラ
リ

ー
」
だ
・
犬
舎
前
の
ウ
ワ
サ
で
は
ラ
ン
サ
ー
ユ
ー

ザ
ー

uこ
ぞ
っ
て
エ
ポ
・
に
集
リ
換
え
て
S
て

イ

ン
プ
レ
ッ
サ

s
y
oと
の
対
決
が
注
目
さ
れ
る
は
ず

ど
っ
た
だ
が
会
場
に
展
示
さ
れ
て
俗
い
た
も
の

の
‘
主
力
舗
で
実
際
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
俗
片
岡
-n

宏
.
山
口
修
.
図
ゆ
伸
傘
信
ど
で

「
ま
だ
ま
ど
宋
兜
慮
ゃ
か
ら
.
現
状
で
は
エ
ポ
目
の

ほ
う
が
速
い
」

と
官
う
@
本
献
金
M
M
じ
脇
町
‘
石
図
正
史
‘
叙
図
鳳

交
錯

auエ
ポ
E
の
ま
ま
.
-
畏
幽
明
鯵
断
U
釘
必
ず
け
と

訟
ヲ
て
し
ま
っ
た
.

さ
て
‘
昨
信
号
か
ら
A
C
K
は
主
聡
‘
を
大
分
間
鼠

レ
1
Y
ン
グ
パ
ー
ク
金
起
点
と
す
る
エ
リ
ア
に
移
し

て
い
る
.
今
由
る
問
憾
だ
が
昨
年
主
催
者
が
約
東

し
た
よ
う
に
‘

s
s
uレ
1
シ
ン
グ
パ
ー
ク
向
ど
け

で
は
な
〈
林
道
S
Sが
た
っ
ぷ
り
用
量
宰
れ
.
-
A
C

K
ら
し
い
・
恵
路
を
毘
い
っ
ぱ
い
走
ら
ぜ
る
股
定
に

わ
ゆ
っ
て
い
た
・
さ
ら
に
二
の
週
末
.
九
州
穐
方
は
間

関
聖
火
風
速
処

m
と
い
一一Z
B風
並
み
の
事
実
候
に
見

飼
わ
れ
.
A
C
K
与
し
さ
宵
)
に
M
m・
-
が
か
か
っ
た
・

そ
の
恵
美
候
を
制
し
た
の
同
地
、
防
シ
ー
ズ
ン
後
半

か
ら
岡
子
を
上
げ
て
$
た
験
儒
舞
海
m
M
E
-
-

明
・
M
R

mで
「
8
制
が
た
仕
ょ
が
っ
た
』
イ
ン
プ
レ
ッ
ザ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
ほ

S
Y
--
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
も
受
け
緩
が

れ

.
eら
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
て
き
た
.
開

-

2
・R
は
不
意
も
あ
り
優
勝
争
い
に
は
鎗
め
な
か
っ
た

が
今
由
は
・

mの
サ
l
キ
y
ト
テ
ス
ト
で
プ
ツ
毎

g
り
の
タ
イ
ム
を
マ
ー
ク
し
優
麗
候
繍
筆
頭
だ
ヲ
た

そ
し
て
‘
ラ
り
ー
が
始
ま
る
と
調
子
ほ
ど
写
の
遭

う
新
井
敏
弘
を
造
事
廃
血
聞
か
ら
.
続
品
"
の
マ
シ
ン
ト

ラ
ブ
ル
に
集
じ
て
逆
転
。
2
館
後
弁

e
gに
山
秒
差

を
つ
け
今

γ
lズ
ン
初
腸
利
令
鈍
っ
た

.-m・
の
シ

リ

ズ

序
盤
で
の
哩
活
に
よ
リ
、
中
舘
職
以
降
の
破

い
が
ぐ
っ
と
薗
自
〈
伝
勺
て
容
た

(
鎗
製
品
静
岨
帽
は
2
3
2
ペ
ー
ジ
】
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4恥

RALL 
-
昨
年
の
公
約
ど
お
り

M

悪
路
を
イ
ヤ
と
い
う
ほ

ど
走
ら
せ
る
H

ラ
リ
ー
を
復
活
さ
せ
た
A
C
K。

当
日
は
暴
風
雨
が
追
い
打
ち
を
か
け
路
面
は
さ
ら

に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
強
み
を
発
揮
す
る
ベ
テ
ラ
ン
勢

を
し
り
自
に
、
ラ
リ

を
ソ
ド
し
た
の
は
片
岡

と
新
井
だ
っ
た
。

〈

報
告
・
村
井
豊
〉

....R溜2・/制ll'JfI・コ μ ピが復活

熟
成
し
た
工
ポ

E
を
チ
ヨ
イ
ス

百
年
A
F
H
A
?
?
リ
I
選
f
陥
U
J

リ

ー
ス
は
肝
叩
の
ダ
1
ト

75ズ
シ

に
突
入
し
た
『
.
ζ
の
第
3
a
R
「
A
C

K
ス
フ
リ
シ
グ
ラ
リ
1
」
以
‘
ラ
シ

サ
I
焼
却
エ
ポ
川
-v
役

A
Lて
〈
る

と
い
E?一
世
則
的
械
が
人
司
.
エ
ポ

m

t
fン
フ
レ
ヲ
サ

S
T
仁
川
強
バ

1
ジ
園
ン

M
lの
争
い
が
バ
H
a
n
u
れ

し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
企
喝
の
大
分

阿
M
H
レ
1
v
シ
〆
ハ

1
ク
の
ハ
ド
ッ

ク
に
は
エ
ポ
川
は
い
た
に
は
い
た

合「
エ
ポ
川
は
み

ι成
だ

か

ら

ま

r

k
械
で
は
他
え

r
t
L
tの
状
鎗

な
ら
エ
ポ
日
の
は
う
が
辿
レ
」

と
い
う
松
牛
ω成
金
は
じ
め
‘

-
N
川

d
火
も
エ
ポ
日
の
ま
ま
ま
丸
、
削

除
戦
で
魁
牌
L
た
M
M
間
出
文

u
bエ

ポ
日
文
は
九
に
保
雄
人
り

L
て

サ

1
キ
y
ト
で
線
科
L
てい
V

た
H
H
嗣

uι
が
エ
ポ

m'rmLて
し
ま
い

チ
ー
ム
で
以
先
制
の
片
側
U
V
U
川
凶

川
の
エ
ポ

m
r
q品
以
川
版
以
エ

ぷ
小
口
で
の
谷
川
帆
t
&
の
た
わ

u
u柘

い
同
エ
ポ
川
ず
の
参
加
は
レ
ギ
ュ
ラ

ー
で
は
片
側
を
は
じ
め
、
山
口
修

問
中
仲
?
の
3
白

rけ
rァ
r
、

-
』
の
週
本
の
i
A
分

mknの
入
札
は

側ふ

urJmLL山
に
見
毎
わ
れ
ラ

リ
ー
が
地
む
仁
つ
れ
て
さ
ら
に
必
叫

阿
践
で
は
瞬
間
M
L
A
凶関連
M
刊

mを
J
4

帥
す
る
台
風
船
恨
み
の
佐
人
だ
勺
れ
ん
も

協
山
抹
u
ほ
は
札
出
張
で
内
山
県
の
対
決

ム

I
H
p
b
f罪
さ
れ
た
。

7
3一
た

だ
勾

h

h

?
Zに
エ
ポ
川
ド
ラ
イ
バ
ー
切

の
faJ
フ
レ
ヅ
ン
国
ン
は

@

「
l
A山
川
弘
峻
}
が
具
〈
な
勺
た
羽

せい
V

も
あ
る

A
r
h
ヲ
け
ど
中
巡
ド

械
の

h
f
t
T感
じ
る
」
可
嗣
}
し
げ

thv一
正
レ
ず
れ
に

L
み
-
-
の
品
イ

凶
は
次
制
そ
シ
ト
レ
ー
ま
で
お
航
げ

『L

r

臥

き
て
、

A
C
K
ス
ア
リ
ン
グ
ラ
リ
今

(132) 



SPRING ACK 
ー
は
昨
句
か
，
「
恒
例
，
A
4
の
w
m

μ
刊
で
従
水
の
ラ
リ
ー
ル
l
a
r
が
怯

え
た
喰
〈
伝
「
た
」
た
め
.
m
l
m
H
舎
内

i
時
し
て
、
人
分
阿
"
“
で
l
Z
グ

ハ
1
タ
伝
記
V
H
t
す
る
ル
ー
ト
じ
変

山
比
さ
れ
九
州

q
必
偽
鍵
舗
m
u
u

長
日
以
dr

『
こ
の
エ
リ
ア
で
の
l
僧
は
久
し
ぶ

り
な
の
で
討
s
e
d
&
し
な
か
勺

た
.
r
が
次
M
刊
は
A
C
K
り
L
い

ラ
リ
l
e
問
憎
↑
る
」

-
a
ぷ
L
て
，
‘
た
k
h
“
。
今
川
は

S
S
に
加
え
て
ハ
イ
ア
ベ
H
問
b
a

A
r
A
に
別
立
さ
れ
た
も
ら
ろ
ん

叫
旬
も
打
わ
れ
た
サ
1
キ
y
ト
ラ
ン

ら
は
屯
さ
れ
て
t
a

-
聡
織
は
、
今
ト
コ
ー
ス
で
の

ジ
ム
カ
lム
7
1
全
メ
イ
シ
コ
ー
ス

2
み
ダ
1
ト
ラ
1
本
の
社
4
日
間

m
-
n
u
ヲ
体
温
S
S
は
5
M
聞サーキットステージでUト7プだヮた岡・・・-t!t.〆'1タイヤ

η
・
日
回
ハ
イ
ア
ペ
M
間
は
ハ
ス

コ
ン
ハ
イ
ア
ペ
守
合
の
的
問
同
.
作

品
川
で
主
に
利
回
近
L
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
セ
タ
ン
冒
ン
が
ぷ
屯
さ
れ
て
い

た
加
え
て
.
抗
日
火
に
よ
り
路
耐
川
崎
抗

れ
て
い
る
ま
さ
に
.
邸
時
令
イ
ベ

K
I
--
ヲ
は
E
A
ら
ぜ
ら
れ
る
・
A
C

K
令
本
ゆ
取
艇
に
凶
勺
人
、
K
L
勾
て

い
い
だ
あ
う
e

山
4
h
設
の
減
少

ラ
リ
i
川
辺
和
市
主
γ
え
れ
ば
‘
こ

れ
だ
け
の
ラ
リ
令
主
射
し
た
1
雌

布
に
政
事
γ
Lm
し
た
い
句
r
・
み
に

今
M
L
品
本
台
設
は
フ
ル
グ
リ
ヴ
ド

に
F
-
b
f
c
ク
ラ
ス
引
n
B
ク

ラ
ス
団
自
.
A
ク
ラ
ス
叩
れ
の
円
U
h
H

tL似
し
い
エ
J
ト
ラ
ン
ト
リ
ス
ト
r

q
わ九】ラ

リ
1
腿
聞
も
成
れ
に
荒
れ
れ
4
も

ま
ず
何
問
の
Y

ム
カ
!
ナ
コ
1
ス
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
‘
い
き
な
り
u
u

m
艇
が
激
し
〈
コ

ス
ア
ウ
ト
.

「
2
速
か
ら
3
越
じ
入
れ
た
進
諸
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
秒
長
A
V
た
」

路
耐
に
た
ま
勺
て
、
た
水
で
ハ
4

ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
拠
鋭
ι
T
d
絡
し

て
ス
ピ
ぷ
ち
ょ
E

ヲ
E
シ
ケ
イ
ン
の

I
型
、
ス
ピ
ン
し
な
が
ら
ウ
レ
タ

J
バ
リ
ア
に
ク
ラ
少
シ
品
L
マ
シ
ン

ん
を

λ
破
L
て
し
ま
勺
れ
九
、
u
u
川

凧
小
川
切
断
ノ
古
ケ
が
は
生
か
勺

た

が

H
S
々
k
リ
タ
イ
ヤ
M
を
従
山
m

せ
さ
る
砂
市
な
〈
わゆ
っ
た
、

M
m
川
"
だ

υで
む
〈
、
リ
タ
イ
守

L
な
い
ま
で
も
加
供
出
二
も
ス
ピ
与

や
派

T
に
3
1
ス
ル
外
れ
タ
イ
ム
ロ

ス
幡
腺
怯
M
市
叫
だ
勺
た
山
H
修

や
喫
川
悦
-
a
b
.
ノ
1
コ
ン
ト
ロ
1

t
w
状
働
問
ぞ
コ
ー
ス
h
T
シ
ョ
ー
ト
カ
v

ト
L
‘
政
命
的
F
・
1
-A
O
抄
の
社
時

t
h
A
げ
人
、
さ
ら
に
.
r
p
p
y
キ
の

な
い
人
略
巾
K
は
コ
I
'
角
的
ド
で
エ

〆
F
U
J
M
M
V
本
金
時
い
込
み
コ
ー
ス

A
W
L
A
i
を
制
転
が
上
九
v
b
，
.
、
ま
ま

凶
匹
4
4
q
怜
統
の
桜
"
に
ハ
ス

さ
れ
て
以
U
U
タ
f
d
に
純
計
わ
内
て
L

ま
司
人
、

ニ
の
s
s
h
τ
川
越
で
タ
リ
γ
し
た

の
峰
、
川
句
こ
の
2
1
ス
で
い
B
G

句
ヨ
I
ス
す
ヲ
i
L
τ
ベ
ナ
ル
テ
，
i

bτ2リ
ラ

リ

i
企
怜
に
twqf-内

げ
車
次
郎
r
必
条
件
に
生
る
は
V
E

E
t
り
ウ
ヂ
が
会
え
て
1
分
日
抄

L
τ
マ
ー
ク
だ
が
H
抄
に
法
川
岡

t
u
開
月
前
弘
-
そ
し
て
へ
念
品
砂
川
J
H

H
e
L
た
刷
崎
g
-
d
v
接
ん
で
い
る

絞
，
、
S
S
2
は
メ
イ
ン
コ
ー
ス

れ
ぞ
使
刻
し
た
的
4
回
の
サ
1
キ
，
ト

ラ
元
ヘ
ビ
ー
ウ
エ
ヲ
ト
で
も
ぺ

ス
ト
タ
イ
ム
の
ア
ベ
レ
!
ジ
は
1
0

0
同
h
料
金
記
録
し
て
レ
る
ニ

ニ
で
む
v
h
い
怖
い
介
が
峨
似
勺
て
2

分
出
紗
θ
ペ
ス
ト
a
T
マ
ー
ク
・
彼
に

必
L
た
り
が
ス
タ
ー
ト
耐
の
怖
鰍

ザ
弘
山
純
刊
で
ほ
プ
ッ
ら
y
h
v
の
タ

イ
ム
会
マ
ー
ク
し
て
ー
、
た
と
い
一ヲ
妓

却
兵
J
川仰
と
刷
M
町
ゆ
チ
l
ム
ア
守

ペ
コ
ン
ピ
そ
れ
に
加
緋
ぞ
出
秒
を

円
1
少
し
れ
九
百
九
位
み
に
今
川
綾

部
の
慨
に
は
い
机
品
川
γ
f
u
r
・
〈
市

野
清
が
A
m
勺
て
い

K

2
ト
ラ
イ
H
!か
れ
、
る
S
S
3
の
サ

ー
キ
7
ト
ラ
ぷ
で
は
綾
部
が
ト
島

司
と
お
り
の
快
生
ぜ
見
せ
.
s
s
ー

の
フ
コ
聞
を
叩
主
寸
か
の
よ
う
に
赦

4
し
た
山
口
と
と
も
に
1
分
担
抄
の

ベ
ス
ト
そ
し
て
ダ
!
ト
ラ
t
F
・

る

f
告
。
た
が
q
u
会
川
崎
の
路

尚
d
v
b
m
m
の
よ
う
な
状
怒
に
生
。
司

キ
守
ン
セ
ル
さ
れ
た
，

岡
崎
と
新
井
が
ト
ッ
プ
に
た
つ

H
和
尚
‘
サ
1
キ
、
，
ト
内
の
セ
タ

ν

ヨ
シ
金
終
f
L
て
ト
マ
フ
に
品
な

A
t
c
飾
坪
が
附
句
山
て
い
人
=
州
内
障

恨
の
U
U
川
地
的
優
"
に
制
政
さ
れ
て

や
?
と
広
司
て
い
f
曲
争
心
に
L
R
が

っ
ー
、
九
さ
ら
に
附
崎
が
符
n
t

M
妙
に
並
ん
で
も
た
の
だ
チ
ー
ム

ア
ヤ
ベ
人
句
L
マ
y
ン
セ
ツ
テ

4
ン
グ
ぞ
投
節
に
依
Mm
L
て
的
神
的

危
余
裕
が

qま
れ
た
の
ど
ろ
う
・
A
'

e'の
附
崎
は
デ
ビ
ュ
ー
h
v
t
叫
日
W
H

の
鎌
き
を
取
。
叫
し
て
い
る
，
彼
ら

守
地
司
て
餓
誠
M
V
3
砂
防
r
』
俊
郎
に

t
。
て
は
S
S
1
M
初
の
2
1
ナ

で
飛
び
出
し
か
け
た
ロ
ス
が
悔
や

ま
れ
る
さ
ら
に
3
抄
聞
も
て
怯
ふ

と
加
町
加
勢
は
S
S
I
の
ロ
ス
金

以
句
必
L
て
内
情
V
L
r

u
h
h
Z
で
は
、
S
S
1
ベ
ス

ト
の
同
地
が
、
S
S
3
の
ト
り
で
M

h
z
込
A
U
コ
ー
ナ
ー
を
t
治
手
、
ス
ヒ

J
.
 

「
も
う
一
、
E
う
す
る
二
t
b
で
含
生

〈
て
、
な
寸
が
ま
ま
に
し
て
た
ら
何

t
脅
サ
ン
ド
ト
ラ
ヮ
プ
で
什
ま
勺
て

{
れ
た
』

ル
品
や
刊
を
か
き
ト
グ
プ
t
叩
抄

疋
の

6
何
に
辞
崎
シ
リ
ー
ズ
H
7
1

グ
ー
の
絡
件
は
‘
s
s
l
で
太
飢
司
令

パ
ス
す
る
ロ
ス
も
わ
り
3
秒
、
4
K
L

た
も
の
の
S
S
2
で
ウ
エ
9

ト
路

仰
に
ド
ラ
f
タ
イ
ヤ
で
腸
n
舎
か
げ

て
丸
附
「
5
5
4
は
2
紗

X
に
ま
A

め
た
が
、
ト
ヲ
ア
t
凶
抄

X
の
7
h
円

色
刷
巡
れ
た
可
ま
た
れ
川
d
史
は

S
S
I
の
ス
ヒ
J
が
め
勺
て
ゆ
紗
決
L

の
8
0河
川
岡
は
サ
ー
キ
ッ
ト
に
h
v

f
守
M
V
合
わ
む
か
吟
た
の
か
.
S
S

2
3
で
溢
れ
て
白
砂

Z
の
9
伎
に

併

Z
L日

“
目
、
岡
崎
t
u
う
-
f
m
存
主

孔
頃
の
リ
ー
ダ
ー
が
M
E
A
-
し
て
興
川
崎

市
L
M
m削
L
C
h
r
・
勾
九
今
川
の
A
C
K

は
ハ
ー
ド
な
ル
ー
ト
が
作
ち
A
l
u

る
一
フ
リ
1
K
州
に
突
入
し
た
可

サ
ー
キ
y
ト
を
雌
れ
τ
か
句
は
.

S
S
が
I
H
州
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的
4
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C
P
ス
タ
ー
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の
ハ
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8
ア
ベ
t
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7
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イ
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れ
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C
P
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と
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C
p
r
勺
f
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1
ス
一
7
H
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的
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4
・
n
h
の
C
P
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イ

ア
ペ
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貴
か
れ
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ハ
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ス
テ
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椛
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の
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イ
ア
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峰
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。
人
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川
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d
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u
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V
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L
リ

タ
イ
キ
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ま
っ
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『
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i
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0
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E
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サ
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史
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』
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。
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岡
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だ
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滞
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菜
作
の
と
き
に
は

え
て
し
て
ド
ラ
マ
が
生
ま
札
る
も
の

だ
が
ま
さ
に
第
1
ス
テ
ジ
で
フ

レ
リ
ュ

l
ド
が
島
々
で
ら
れ
た
片
岡
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司
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岡
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縮
め

f、
足
に
ト
y
ア
の
析

仲
ば
川
1hwあ
っ

f
f
l
r
h
vら何一ト

吐
き
出
し
て
い
た

ど
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さ
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令
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近
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ハ
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岬
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し
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が
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た
ま
た
一-

t
し
も
保
川
が
強
ち
令
見
せ
つ
け
る

の
か
な
に
せ
そ
J
ト
レ

l
Tは

一
日
こ
叩
白
河
で
5
刑
の
鰐
瞬
、
的
生
勝
率

を
J
っ
て
い
る
の
だ
a
そ
の
ま
ま
勝

た
せ
て
し
ま
う
と
恨
H
U
ポ
41μ

ト
を
3
2
0
内
ま
で
伸
ば
し
て
ひ

t
h
v
旅
に
な
っ
て
L
ま
正

一フ
4
バ

ル
た
ち
の
信
起
に
制
侍
し
た
L
.

B
ク
ラ
ス
序
盤
リ
ー
ド
の
吉
武

た
)

「
新
H選

T
に
は
か
わ
t
そ
う
だ
勺

た
け
E
e
ま
あ
ニ
れ
品
"
“
u
M
九
カ

U
な
タ
ル
「
の
は
J
ヲ
M
V
カ
r
a
h
v
良

〈
む
勺
て
き
た
内
ぞ
れ
が
勝
同
で
し

ょ
う
」日

恥
科

S
Sで
は

「
納
m
u
ω
μ
聞
で
r
e
A
カ
タ
イ
ホ、

か
り
刷
A
A
が
し
て
た
4
お
ら
'
A
に
f
z

て
た
ん
だ
け
E
、
ト
A
L
釘
が
刺
5
Aサ

て
た
ん

ro
人
か
勺
た
カ
勺
エ
ア
が

漏
れ
ず
に
す
ん

rみ
た
L
」

と
後
叫
に
は
誕
も
昧
ト
M
L
て
t
れ
ん

よ
、
ヲ
だ

同
月
り
不
度
以
臥
町
白
t
の
ツ
ー
ル

ド
。
ミ
カ
サ
の
奴
町
似
の
リ
タ
ィ
ー

R
ク
ラ
ス
以
前
械
を
ハ
ス
し
た

川
H
F
玄
が
戦
線
に
復
U
晴
朗
代
川
の

v
h
f
来
滞
傑
は
小
参
加
な
カ
b
チ

ャ
ン
フ
緑
川
0
・
v
事
酬
に
増
付
点

位
井

e
k
鎌
刊
の
弔
t
小
林
ゆ
弘
.

地
一
応
九
州
の
M
H
N
内
山
武
百
情

同
川
字
一
ら
が
舶
を
そ
ゐ
え
て
厳

L
L
ト
ヮ
フ
争
い
が

r忽
さ
れ
た
1

同
川
は
泉
句
慣
れ
た
マ
ー
チ
R
h
v」

今
川
合
ら
ミ
ラ
1
ン
ユ
に
実
山
内
ま

た
ひ
k
h
リ
マ

1
ナ
遺
L
が
減
り
、
A
J

M
は
H
J
A
t
地
正
の
白
刷
久
陥
は
だ
け

に
f
Z
九
九
そ
白
山
氏
以
サ
!
キ
M
J

ト
山
慣
例
も

1
分
情
ん
で
グ
リ
グ
リ

の
L
八
本
命
に
あ
げ
コ
れ
て
1
M
た
。

ラ
リ
は
、
F
M
芯
ど
お
k
v
t
H
市
民
に

引
っ
A
取
ら
れ
る
形
で
進
八
だ
.
ジ
ム

カ
i
ナ
は
鍵
山
が
ベ
ス
ト
タ
イ
J
F
で

ク
リ
ア
し
た
が
I
H
武
は
F
X
の
山

川
治
史
、
以
日
‘
そ
し
て
B
e
C
地

μ
戦
ド
ラ
イ
バ
で
、
A
I
M
a
u
ら
全

日
本
を
ン
リ
ズ
ザ
仇
単
フ
桃
山
氏
治

ら
と
1
秒
怖
心
の
2
一得
時
川
を
マ
ー
ク
・

そ
し
て
プ
ソ
ち
ゲ
り
の
リ
l
ド
が

始
ま
勺
た

サ
キ
ッ
ト
で
過
給
器
の
威
力
を

見
ぜ
っ
け
2
分
担
秒
h
T
マ
ー
ク
し

て
リ
ー
ド
す
る
と
2
ト
ラ
イ
H
は

さ
ら
に
タ
イ
ム
ア
ァ
プ
し
て
剖
秒
ぞ

た
た
き
出
し
た
可
鎌
凹
で
5
九
州

問

小

林

t
並
び
“
抄

2
本

H
U

妙
が
H
m
L
つ
は
い
・
古
式
の
速
さ
が

う
か
が
え
る
だ
ろ
フ
司

?と
一-
ろ
が
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
て
占
武

い
〈
ら
ー
‘
っ
ー
、
て
L
〈
ト
ラ
イ
パ

が
い
え
闘
す
ら
サ
ー
キ
ッ
ト
で
速

い
と
ニ
ろ
含
み
せ
十
戸
井
だ
a
一
応
々

仙
川
弘
M
r
J
体
の
D
E
地
以
戦
で
も
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戸チ7d

ま
れ
て
L
る
だ
け
に
タ
!
ウ
ッ
ク

S
Sは
得

E
tす
る
と
ニ
ゐ
.
3
S

S
M
V
終

f
L
f
J
昨主
L

A
試
に

9

秒
差
の
2
格
子
に
つ
け

f
Z
3仰
は

緩
悶
が
松
川
に
遅
れ
る
』
と
凶
秒

川
町
卜
9
紗
雌
れ
て
山

m
a
3
れ
拾
で

回
日
小
休
、
防
府
が

1
秒
ず
つ
の

井
手
』
続
き

2
秒
追
に
永
瀬
市

-
秒
足
に

F
Xの
緑
憎
喜
一tLA健
倒

の
横
山
が
ペ
ス
ト
凶
合
構
成
し
人
、

逆
に
優
彬
怯
怖
の
ひ

t
り
附
山
は

抗
初
の
サ
!
キ

γ
ト
ラ
ン
で

2
1
ス

ア
ウ
ト
し
て
、

3
o
p
uの
ト
合
併
域

内
全
財
時
さ
れ
て
い
る
，

ラ
リ

1
K
Mに
入
る
と
山
武
の

リ
ー
ド
は
さ
ら
に
広
が
る
s
S
S
5

て
2
一
泰
子
の
怯
井
が
コ
ー
ス
ア
ウ
ト

L
て
し
ま

勺
た
こ

t
も
あ
わ

2
伏

uド
令
叩
秒
以
上
引
き
離
し
て
令
怜

の
リ
ー
ダ
ー
の
郎
主
破
保
し
た
、

逆
に
2
位

H
ト
の
争
い
は
ン
ピ
ア

ど
.
ラ
リ
!
灰
聞
に
入
っ
て
鎌
田
の

ナ
ピ
鴎
板
剛

up-こ
zA
.

L
き
な
り
、

凶

n官
官
師
に
き
ん

xfm吋
鎌

削

山

田

im噸
小
林
.
繍
山
が

殺
ぷ
民
間
に
な
っ
た
一-
K
M
初
の
ハ
イ

ア
ベ
は
小
林
が
抗
少
の
叩
秒
巡
れ
に

I
C
ど
め

S
S
5は
鎗
田

t
tも
に

生
ん
と
祈
純
情
山
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
.

許

C
Pご
t
に
2
骨
子
の
名
前
が
変

わ
る
大
直
属

th沿
っ
た
、

ー
ス
テ
を
終

f
し
て
‘
ト

γ
プ
ん

式
は
生
誕
.
剖
抄
の
セ
フ
一
ア
ィ
リ

ー
ド
戸
、

2
一
位
に
は
ラ
リ

l
M聞
に

苫

L
み
な
が
ら
鎌
川
が
つ
け
れ
[
も

L

カ
し
、

1
砂
浜

Jf山
u
.
さ
ら
に

2

抄
巡
れ
て
明
付
k
-
S
Sを
1
秒
弟
‘

最
終
ハ
イ
ア
ベ
抗
少
巡
れ
で
終
盤
高

句
返
し
た
昨
H

4
秒
叫
ん
叩
で
峨
山
。

小
林
は
ハ
イ
ア
ベ
で
巡
れ
て

9
砂
浜

と

r・
ァ
f
も
付
忽
健
闘

L
た
永
瀬
は

抗
初
の

ハ
イ
ア
ベ
の
ス
ヒ
J

で
後
温

位
f
h
の
ト
ッ
プ
に
い
る
山
氏
は

つ
デ
デ
f

h乞
新
品
に
換
え
て
き
て
、

も
の
す
ご
〈
ハ
ン

y
リ
ン
グ
が
い
い
-

aが
荒
れ
て
不
利
っ
て
L
勺
て
b
、

逆
転
劇
の
主
役
は

3
年
目
増
村

第

2
ス
テ
ー
ジ
が
間
的
き
れ
る
ーと

山
間
が
ペ
ス
ト
タ
イ
ム

2
分
刊
抄
ぞ

マ
ー
ク
・

一
H
S
H式
は
E
A
E
A

晩
花
す
る
路
而
に

T
干

勺
て

3

A
げ

4
紗
の
千
凡
な
タ

f
ム
で
終
わ

勺

て
し
ま
フ
，し
か
し
、

ee-Y-毛
は
げ
秒
。

続
〈

S
S
7は
間
同
の
汁

J4内
4

測
が
ペ
ス
ト
.
-
砂
活
で
山
聞
、
償

山
。
'n
武
も

2
紗
止
の
4
裕
子
タ
イ

ム
h
y
マ
ー
ク
し
た
可
二
の
あ
た
り
カ

ら
大
快
同
掛
修
持
争
も
の

3
ゆ
き

が
お
カ
し
〈
な
っ
て
き

f、
続
〈
バ

ス
コ
ン
ハ
イ
ア
ベ
と
C
P
ス
タ
ー
ト

ハ
イ
ア
ベ
は
時
折
散
し
い
雨
の
降

る
状
飾

arっ
fも
ち
ょ
フ
E
2
M
m

t
も
山
武
の
ゼ

ッ
ケ
ン
付
追

τ散

し
も
同
カ
降
っ
た

t
tフ

a

「
天
気
に
文
句
全
日
っ
て
む
し
よ
ヲ

が
生
L
」

と
い
汀
氏
は
?
川
う
が
お
そ
匂
〈
水

を
暇
ー
、
ニ

A
だ
の
だ
ろ
う
‘
エ
ン
ey

ン
が
不
調
を
き
た
し
人
ι
ニ
の

2
民

間
特
に
ハ
ス
コ
ン
ハ
イ
ア
べ
で
は

剖
紗

tL人
き
〈
揺
れ
て
し
ま
っ
た
の

;
[
i
E
i
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に
♂
ヲ
得
手
ま
で
順
仰
を
卜
げ
た
，

何
年
む
司

i
チ
R
を
日唱
K
Lて
L
る

か
ら

u.慣
れ

7
』
で
す
よ

{
1
1

d
植
え
ゆ
抗
ーは
わ
か

b
な
い
V

げ

E
ま

あ
機
脚
"
で
し
ょ
う
A

実
こ

t
H
l、
も
V
K
T
1
サ

ピ

ス

で

は
確
か
に
だ
れ
も
が
4
H
P
K
の
選
げ
き

句
を
ほ
わ
な
カ
勺
た

e
し
か
し

C

ク
ラ
ス
同
様
終
程
に
ド
ラ
マ
が
待

ち
世
り
て
い
た

二
れ
で
内
位
に
た

っ
た
の
は
増
村

だ
っ
た
:
ラ
リ

μ聞
を
抑
え
て
樫

だ
む
え
り
を
統
け
て
ト
ヮ
プ
に
総
り

山
た

.
2
作一は

6
秒

X
T山
山

9

秒
近
で
瓜
H
が
統
〈
.
彼
ら
以
降
は

や
は
り
耐
の
餌
食
と
れ
ゆ
っ
て
打
!
沢
一

が
州
、
♂
、
健
紛
争
t
は
3
人
に
絞
ら

れ
た
か
に
み
え

7も

だ
が
、
山
山
が

S
S
8で
コ

1
ス

オ
フ
し
て
後
瓦
句
さ
ら
に
後
1
H
カ

ら
一
丸
に
ま
〈

っ
て
き
た
ド
ラ
イ
バ

が
い

fも
楠
山
だ
-
S
5
8
9

L
C品
絞
し
て
竹
〉
丙
と
と
も
に
ベ
ス

ト
タ
イ
ム
を
マ
ー
ク

.
M
M合
逆
転

し
て
、
ト
y
プ
の
蛸
付
に

3
秒
差
ま

で
地

f
t‘
ど
が
、
心
感
も
こ
ニ
ま

で
.
機
山
の
全
日
牛
戦
初
俺
勝
の
必一

は
果
た
せ
な
か

っ
人
、

結
川
、
明
付
が

3
砂
浜
で
透
げ
き

り
令
日
十
下
院
側
俊
勝
を
飾
勺
九

「間
口
き

A
が
心
え
つ
き
で
優
勝
し

た
の
む
ち
ょ
う

E
3
q
n
.ぽ
〈
も

ニ
と
し

3
年
日
な
ん
で
す
.
ど
合
ら

-
-と

L
は
何
と
か
勝
ち
た
か

勺
た
a

そ
れ
が
日
午
〈
主
制
守
て
き
て
う
れ
し
い

で
す
.
山
武
さ
ん
の
状
態
は
わ
カ
ら

な
か
勺
九
、
だ
カ
ら

t
に
カ
〈
仙

後
ま
で
れ
ぬ
り
き
る
だ
け
と
思
っ
て

ま
し
た

.
t
に

合

〈

こ

A
な
に
フ

れ
し
い

--tは
f
e
い
で
す
よ
」

L
b
u
w
U
に
ひ
た
っ
て
い

f--m村

は
参
戦
初
年
反
に
L
き
な
句
上
位
に

入
賞
し
沖
け
さ
れ
た
が

2
句
"
の

昨
年
ゐ
た
り
カ
ら
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ

て
い
た

P

鮒
b
λ
H
わ
す
と
‘
「
£
り

は
d
E
フ
で
し
た
2

」

と
必
ず
聞
い
て
〈
る
住
ま
じ
め

な
の
だ
ろ
フ
a
そ
の
ぺ
ま
じ
め
き
が

マ
イ
ナ
ス
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
れ
沿

い
.
聞
け
に
え
を
品
5
抗
、
民
谷
川

誠
に
ら
昨
牛
モ
ン
ト
レ
で
先
'T位

さ
れ
て

L
ま
っ
f
ha

だ

が

勝

つ

だ

け
の
速
さ
は
ト
分
終
勺
て
L
人
、
ニ

の
婚
時
で
伝
に
カ
吹
っ
き
れ
た
も
の

が
あ
る
&
九
二
れ
か
ら

1mμ
刊

は
人
き
〈
成
長
す
る
だ
ろ
う
.
A
A伎

の
戦
L
方
が
祇
梨
戸
、
。

A
ク
ラ
ス
は
間
除
2
述
勝
の
葉

市ザ
M
q
U
全
日
ぶ
グ
ト
ラ
の
期

催
ク
ラ
ブ
に
v
I
た
っ
た
た
め
に
欠
唱

だ
れ
が
勝
勺
て
ら
お
か
し
〈
位
、
状

況
だ
っ
人
ー

ま
ず
光
子
れ
ど
打
ア
た
の
が
一
三

l

、
、
ラ
の
ド
隊
小
制
定
司
ジ
ム
カ
ム
7

・T
ペ
ス
ト
タ
イ
ム
で
え
汗
し
た
が

エ
ン
ジ
ン
が
品
川
転
域
て
リ
ミ
ッ
タ

ー
が
幼
い

f止
龍
に
な
司
て
し
ま
L

サ
ー
キ
ッ
ト
ラ
ン
で
は
低
述
.
代
わ

勺

τト
ッ
ア
に
た
っ
た
の
が

-M
じ
ミ

ラ
の
ね
川
維
迫

r.
2一
括
予
に
以
ぞ

ろ
そ
み
係
悼
の
2
文
子
が
ほ
し
日
一
川

崎
先
引
が

2
秒
抗
一6
5
抄
巡
れ
て
景

山
崎
広

H
秒
巡
れ
て
字
以
教
問
。

ド
ほ
は
口
紗

Mmれ
き

ら

」
お
秒
遅

れ
て
榊
稚
仏
が
続
い
た
.
ベ
テ
ラ
ン

相
川
恵
字
以
H
M初
の
サ
ー
キ

ッ
ト
ラ

ン
で
横
転

L
て
LAb・
ア
た
.

ラ
リ
!
区
間
に
う
匂
乙
川
院
が

均
聞
を
捕
Iha
え
ト
y
プ
に
.
だ
が
、

す
く
仁
ハ
ィ
ア
ペ
で
白
山
が
逆
恥
と

泌
戦
犯
障
で
ラ
リ
l
d
v
進
ん
で

Lt

r
d
v

パ
ス
コ
ン
ハ
イ
ア
ぺ
で
凶
慨
が
、

「
・
-
の
へ

A
以
地
収
幅
で
&
っ
た
-
-

t
が
あ
る
」

た
地
の
利
を
生
か
し
口
凡
ト
ド
に
読
み

さ
3
L

-HAに
ト
v
ア
守
容
取
.

ぷ
も
叩
秒

u
lじ
広
げ
て

L
ま
っ
人
、

一
』
わ
い
で
の
っ
た
凶
"
は
以
初
の
林
道

S
S
5で
ら
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
マ

ク
・

1
ス
テ
H
以
終
ハ
イ
ア
ペ
も
抗
少

減
山
干
の
h

リ
さ
っ
て

1
ス
テ
終

f

昨
山
…
で
2
得
手
に
れ
抄
の
左
を
つ
け

リ
ー
ダ
の
山
崎
を

mm保
し

f
Z
2
砕

予
に
は

S
S
2幹
子
タ
イ
ム
で
舟
浮

上
し
た
J

附
略
ー
が
つ
付
て
L
た
.

2
ス
テ
に
入
勺
て
白
川
の
£
り
は

好
調
で

5
5
6で
む
ベ
ス
ト
タ
イ

ム

金

マ

ク
・
続
〈

S
S
7は
川
崎

に岨限
っ
た
ら
の
の

M
m
c
pの
ハ
イ

ア
ペ
阿
川
で
繁
州
民
的
生
タ
イ
ム
合
?

1
ク
し

τ、
抗
後
の

2
S
Sも
ペ
ス

ト
で
絡
め
〈
〈
り
‘
全
〈
位
む
げ
な

く
2
位
に
削
秒
む
の
大
之
を
つ
け
て

透
げ
き
っ
た
、

2
件
以
ト
の
戦
い
は
逆
に

y
ピ
ア

だ
っ
わ
ん

3vh怖
が
日

c
pの
パ
ス
コ

ン
れ
イ
ア
ベ
合
ベ
テ
ラ

Jm川
正
彦

ナ
ピ
の
力
ら
あ
り
HM少
減
点
で
ク
リ

ア
・
さ
b
仁

S
Q
M
8で
は
耐

mが

コ
l
ス
オ
フ
で
M
U
れ
て
、
結
川
市
γ

泌
が
2
位
に
浮
上
1
3
仇
は
以
終

S

S
T法
山
dv必
私

L
て
入
賞
し
た
.
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